
ニコニコBOX
燕RC　本間尚貴 様
IMありがとうございました。
　本日はよろしくお願いいたします。
燕RC　阿部貴之 様
　先日のIMでは多くの皆様からご参加を頂き、大変
ありがとうございました。
渡辺良一 直前会長
　今日は会長代理をさせていただきます。
　三条市国際交流員ライアン・サムさん卓話よろし
くお願いいたします。
小林吾郎さん
10月12日フルマラソンなんとか完走しました。
やった！
成田秀雄さん
10/19のコンサートにたくさんのご来場ありがとう
ございました。おかげさまで楽しく演奏できました。
　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
近藤雄介さん
　成田さんの歌声に感動して。
関川　博さん
新潟プロレス三条大会３年目となり、皆さんのおか
げで盛り上がりました。ありがとうございます。

　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
吉井直樹さん
　福島第一原発へ視察に行って来ました。廃炉へ向
けた取り組みや対策を学びました。線量計を付け
るなど、貴重な経験ができました。
　本日ライアン・サム様よろしくお願いします。
嘉瀬一洋さん
　旅行先で緊急入院した母を迎えに熊本まで日帰り
で行って来ました。お陰様で大事には至らず、病
院近くにあった青井阿蘇神社に一緒に参拝してき
ました。

野水靖之さん、 杉山幸英さん、 高橋俊樹さん、
齊藤真澄さん、 歸山　肇さん、 渡部　宏さん、
山田富義さん、 外山浩玲さん、 安達俊明さん、
落合孝夫さん、 石橋育於さん、 早川滝徳さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 丸山行彦さん、
松永一義さん、 船越良則さん

　ライアン・サム様を心より歓迎いたします。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみに
しております。

　　　　　　　   　 10月22日分　　￥  28,000
　　　　　　　  　　  今年度累計　　￥554,000

卓話
「国際交流員として考える

三条市国際交流員
ライアン・サム 様

　皆さん、こんにちは。
　今日はこのような機会をいただき、本当にありが
とうございます。
　私は現在、三条市で国際交流員として勤務してい
ます。着任してから約二か月半が経ちましたが、地
域の皆さんのおかげで毎日とても充実しています。
　今日のお話は、２つのパートに分けたいと思いま
す。
　最初の15分くらいは僕から話をして、そのあと15
分くらいはディスカッション形式で、皆さんからの
ご意見やコメントをいただく時間にしたいと思いま
す。

　さて、今日のテーマは「奉仕の意味？」です。
　ロータリークラブといえば「奉仕の精神」を大切に
しておられる皆さんですので、あえてこの問いを
テーマにしました。
「奉仕」という言葉を英語に訳すと “service” になり
ます。

直前会長挨拶
　　　　　　　渡辺良一 直前会長
　皆さんこんにちは。今日は柳取会長が用
事でお休みの為、代わりにご挨拶いたしま
す。
　ピンチヒッターですので、先週に引き継
ぐ話題にいたします。
　まず親睦旅行について、嘉瀬親睦委員

長、委員の皆さん、日本旅行の小林さん本当にお世話になりし
た。特に嘉瀬委員長は片時も気を抜かず気配りをして頂きま
した。本当にありがとうございました。毎年、親睦委員長は
親睦旅行が大きなイベントの1つになっており、大変なご苦労
をお掛けしています。今後も気合いの入るイベントになると
は思うのですが、どうか余りご負担になるようなことはしな
くて結構ですので、親睦委員の皆様が一番楽しめる、そんな旅
行にして頂きたいと思います。

　次に熊の話題をしたいと思います。
　熊の話題は沢山あるので一つだけお話しいたしま
す。
かなり前に読んだ雑誌に熊の生態を研究している

学者の論文が掲載されていました。「何故、熊が人里
に現れるようになったか」と言うテーマだったと記憶
しています。幾つかの理由があったのですが、その中
の一つに熊の天敵は熊である。
　子育て中のメス熊はオス熊を受け付けないそう
で、そこでオス熊は子熊を殺してメス熊に近づこう
とする。それを避けるためにメス熊は子熊を連れオ
ス熊が近づかない人里近くで子育てをする。そこで
育った子熊はやがて人を恐れなくなり街中にも現れ
るようになった。そんな内容の論文でした。
　人口減少に伴い山の動物たちがますます人の生活
圏に現れるようになってくると思います。人と動物
たちがどう共存できるか真剣に考えなければならな
い時代になってきたと思います。

　最後に我が家での出来事をお話いたします。
　今年１月に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事
故、記憶に新しい事故だと思います。
　あれが我が家でも起きました。少し前からドブが
我が家の一部境に茶色に濁りはじめ、何だろうなと
不思議に思っていました。
　段々ひどくなり町に相談したところ、我が家にひ
かれている水道管にヒビが入り、水が漏れていると
のことでした。
　早速、業者が来てくれて掘り起こしたところ、子供
が座って入れるくらいの穴が空いていたそうです。
すぐに水道管の修理と穴は埋めて頂いたのですが、
ドブには５センチほどの土が積り、それを取り除く
のに朝からカミさんと二人、苦労をいたしました。
　土砂崩れではありませんが、皆様もドブの色が茶
色に濁ったらご注意下さい。陥没して家が傾いてし
まうかもしれません。
　挨拶を終わります。

　ただ、この言葉、もともとはキリスト教の礼拝、つ
まり「礼拝の奉仕」から来ているそうです。でも、教
会の “service” だって完全に無料ではありません。運
営のためには寄付や支えが必要ですよね。
　だから私は、「奉仕＝タダでやること」ではなく、
「お互いに支え合う」こそが本来の意味だと思って
います。
　実はこれ、私がこの国際交流員の面接のときにも
話した内容なんです。
　そして私は、それを国際交流にも重ねて考えてい
ます。
　つまり、「奉仕」とは ギブ・アンド・テイク、お互い
に学び合う関係のことだと思います。
　では、三条にその「土台」はあるのか？
　私は「あります」と答えたいです。
　少し歴史の話をさせてください。私は歴史が大好
きで、今日は武田信玄の言葉を使いたいと思いま
す。
「人は石垣、人は城、人は堀。情けは味方、仇は敵な
り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を
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訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。
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■本日の出席会員数：56名中35名
■先々週出席率：70.91％

2025～2026年度国際ロータリー会長メッセージ

【ゲスト】
・三条市国際交流員　ライアン・サム 様
【ビジター】
　燕RCより　
・本間尚貴 様、　  阿部貴之 様
【先週のメークアップ】
［10.16］三条東RCへ
・岩橋美穂さん、　荻根澤隆雄さん、
・五十嵐晋三さん、中林順一さん、
・白鳥　賢さん
［10.16］三条RACへ
・梨本次郎さん
［10.21］三条北RCへ
・白鳥　賢さん、　丸山行彦さん、
・渡部　宏さん、　中村和彦さん
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り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を

訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。
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ニコニコBOX
燕RC　本間尚貴 様
IMありがとうございました。
　本日はよろしくお願いいたします。
燕RC　阿部貴之 様
　先日のIMでは多くの皆様からご参加を頂き、大変
ありがとうございました。
渡辺良一 直前会長
　今日は会長代理をさせていただきます。
　三条市国際交流員ライアン・サムさん卓話よろし
くお願いいたします。
小林吾郎さん
10月12日フルマラソンなんとか完走しました。
やった！
成田秀雄さん
10/19のコンサートにたくさんのご来場ありがとう
ございました。おかげさまで楽しく演奏できました。
　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
近藤雄介さん
　成田さんの歌声に感動して。
関川　博さん
新潟プロレス三条大会３年目となり、皆さんのおか
げで盛り上がりました。ありがとうございます。

　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
吉井直樹さん
　福島第一原発へ視察に行って来ました。廃炉へ向
けた取り組みや対策を学びました。線量計を付け
るなど、貴重な経験ができました。
　本日ライアン・サム様よろしくお願いします。
嘉瀬一洋さん
　旅行先で緊急入院した母を迎えに熊本まで日帰り
で行って来ました。お陰様で大事には至らず、病
院近くにあった青井阿蘇神社に一緒に参拝してき
ました。

野水靖之さん、 杉山幸英さん、 高橋俊樹さん、
齊藤真澄さん、 歸山　肇さん、 渡部　宏さん、
山田富義さん、 外山浩玲さん、 安達俊明さん、
落合孝夫さん、 石橋育於さん、 早川滝徳さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 丸山行彦さん、
松永一義さん、 船越良則さん

　ライアン・サム様を心より歓迎いたします。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみに
しております。

　　　　　　　   　 10月22日分　　￥  28,000
　　　　　　　  　　  今年度累計　　￥554,000

卓話
「国際交流員として考える

三条市国際交流員
ライアン・サム 様

　皆さん、こんにちは。
　今日はこのような機会をいただき、本当にありが
とうございます。
　私は現在、三条市で国際交流員として勤務してい
ます。着任してから約二か月半が経ちましたが、地
域の皆さんのおかげで毎日とても充実しています。
　今日のお話は、２つのパートに分けたいと思いま
す。
　最初の15分くらいは僕から話をして、そのあと15
分くらいはディスカッション形式で、皆さんからの
ご意見やコメントをいただく時間にしたいと思いま
す。

　さて、今日のテーマは「奉仕の意味？」です。
　ロータリークラブといえば「奉仕の精神」を大切に
しておられる皆さんですので、あえてこの問いを
テーマにしました。
「奉仕」という言葉を英語に訳すと “service” になり
ます。

直前会長挨拶
　　　　　　　渡辺良一 直前会長
　皆さんこんにちは。今日は柳取会長が用
事でお休みの為、代わりにご挨拶いたしま
す。
　ピンチヒッターですので、先週に引き継
ぐ話題にいたします。
　まず親睦旅行について、嘉瀬親睦委員

長、委員の皆さん、日本旅行の小林さん本当にお世話になりし
た。特に嘉瀬委員長は片時も気を抜かず気配りをして頂きま
した。本当にありがとうございました。毎年、親睦委員長は
親睦旅行が大きなイベントの1つになっており、大変なご苦労
をお掛けしています。今後も気合いの入るイベントになると
は思うのですが、どうか余りご負担になるようなことはしな
くて結構ですので、親睦委員の皆様が一番楽しめる、そんな旅
行にして頂きたいと思います。

　次に熊の話題をしたいと思います。
　熊の話題は沢山あるので一つだけお話しいたしま
す。
かなり前に読んだ雑誌に熊の生態を研究している

学者の論文が掲載されていました。「何故、熊が人里
に現れるようになったか」と言うテーマだったと記憶
しています。幾つかの理由があったのですが、その中
の一つに熊の天敵は熊である。
　子育て中のメス熊はオス熊を受け付けないそう
で、そこでオス熊は子熊を殺してメス熊に近づこう
とする。それを避けるためにメス熊は子熊を連れオ
ス熊が近づかない人里近くで子育てをする。そこで
育った子熊はやがて人を恐れなくなり街中にも現れ
るようになった。そんな内容の論文でした。
　人口減少に伴い山の動物たちがますます人の生活
圏に現れるようになってくると思います。人と動物
たちがどう共存できるか真剣に考えなければならな
い時代になってきたと思います。

　最後に我が家での出来事をお話いたします。
　今年１月に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事
故、記憶に新しい事故だと思います。
　あれが我が家でも起きました。少し前からドブが
我が家の一部境に茶色に濁りはじめ、何だろうなと
不思議に思っていました。
　段々ひどくなり町に相談したところ、我が家にひ
かれている水道管にヒビが入り、水が漏れていると
のことでした。
　早速、業者が来てくれて掘り起こしたところ、子供
が座って入れるくらいの穴が空いていたそうです。
すぐに水道管の修理と穴は埋めて頂いたのですが、
ドブには５センチほどの土が積り、それを取り除く
のに朝からカミさんと二人、苦労をいたしました。
　土砂崩れではありませんが、皆様もドブの色が茶
色に濁ったらご注意下さい。陥没して家が傾いてし
まうかもしれません。
　挨拶を終わります。

　ただ、この言葉、もともとはキリスト教の礼拝、つ
まり「礼拝の奉仕」から来ているそうです。でも、教
会の “service” だって完全に無料ではありません。運
営のためには寄付や支えが必要ですよね。
　だから私は、「奉仕＝タダでやること」ではなく、
「お互いに支え合う」こそが本来の意味だと思って
います。
　実はこれ、私がこの国際交流員の面接のときにも
話した内容なんです。
　そして私は、それを国際交流にも重ねて考えてい
ます。
　つまり、「奉仕」とは ギブ・アンド・テイク、お互い
に学び合う関係のことだと思います。
　では、三条にその「土台」はあるのか？
　私は「あります」と答えたいです。
　少し歴史の話をさせてください。私は歴史が大好
きで、今日は武田信玄の言葉を使いたいと思いま
す。
「人は石垣、人は城、人は堀。情けは味方、仇は敵な
り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を

訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。
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ニコニコBOX
燕RC　本間尚貴 様
IMありがとうございました。
　本日はよろしくお願いいたします。
燕RC　阿部貴之 様
　先日のIMでは多くの皆様からご参加を頂き、大変
ありがとうございました。
渡辺良一 直前会長
　今日は会長代理をさせていただきます。
　三条市国際交流員ライアン・サムさん卓話よろし
くお願いいたします。
小林吾郎さん
10月12日フルマラソンなんとか完走しました。
やった！
成田秀雄さん
10/19のコンサートにたくさんのご来場ありがとう
ございました。おかげさまで楽しく演奏できました。
　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
近藤雄介さん
　成田さんの歌声に感動して。
関川　博さん
新潟プロレス三条大会３年目となり、皆さんのおか
げで盛り上がりました。ありがとうございます。

　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
吉井直樹さん
　福島第一原発へ視察に行って来ました。廃炉へ向
けた取り組みや対策を学びました。線量計を付け
るなど、貴重な経験ができました。
　本日ライアン・サム様よろしくお願いします。
嘉瀬一洋さん
　旅行先で緊急入院した母を迎えに熊本まで日帰り
で行って来ました。お陰様で大事には至らず、病
院近くにあった青井阿蘇神社に一緒に参拝してき
ました。

野水靖之さん、 杉山幸英さん、 高橋俊樹さん、
齊藤真澄さん、 歸山　肇さん、 渡部　宏さん、
山田富義さん、 外山浩玲さん、 安達俊明さん、
落合孝夫さん、 石橋育於さん、 早川滝徳さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 丸山行彦さん、
松永一義さん、 船越良則さん

　ライアン・サム様を心より歓迎いたします。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみに
しております。

　　　　　　　   　 10月22日分　　￥  28,000
　　　　　　　  　　  今年度累計　　￥554,000

卓話
「国際交流員として考える

三条市国際交流員
ライアン・サム 様

　皆さん、こんにちは。
　今日はこのような機会をいただき、本当にありが
とうございます。
　私は現在、三条市で国際交流員として勤務してい
ます。着任してから約二か月半が経ちましたが、地
域の皆さんのおかげで毎日とても充実しています。
　今日のお話は、２つのパートに分けたいと思いま
す。
　最初の15分くらいは僕から話をして、そのあと15
分くらいはディスカッション形式で、皆さんからの
ご意見やコメントをいただく時間にしたいと思いま
す。

　さて、今日のテーマは「奉仕の意味？」です。
　ロータリークラブといえば「奉仕の精神」を大切に
しておられる皆さんですので、あえてこの問いを
テーマにしました。
「奉仕」という言葉を英語に訳すと “service” になり
ます。

直前会長挨拶
　　　　　　　渡辺良一 直前会長
　皆さんこんにちは。今日は柳取会長が用
事でお休みの為、代わりにご挨拶いたしま
す。
　ピンチヒッターですので、先週に引き継
ぐ話題にいたします。
　まず親睦旅行について、嘉瀬親睦委員

長、委員の皆さん、日本旅行の小林さん本当にお世話になりし
た。特に嘉瀬委員長は片時も気を抜かず気配りをして頂きま
した。本当にありがとうございました。毎年、親睦委員長は
親睦旅行が大きなイベントの1つになっており、大変なご苦労
をお掛けしています。今後も気合いの入るイベントになると
は思うのですが、どうか余りご負担になるようなことはしな
くて結構ですので、親睦委員の皆様が一番楽しめる、そんな旅
行にして頂きたいと思います。

　次に熊の話題をしたいと思います。
　熊の話題は沢山あるので一つだけお話しいたしま
す。
かなり前に読んだ雑誌に熊の生態を研究している

学者の論文が掲載されていました。「何故、熊が人里
に現れるようになったか」と言うテーマだったと記憶
しています。幾つかの理由があったのですが、その中
の一つに熊の天敵は熊である。
　子育て中のメス熊はオス熊を受け付けないそう
で、そこでオス熊は子熊を殺してメス熊に近づこう
とする。それを避けるためにメス熊は子熊を連れオ
ス熊が近づかない人里近くで子育てをする。そこで
育った子熊はやがて人を恐れなくなり街中にも現れ
るようになった。そんな内容の論文でした。
　人口減少に伴い山の動物たちがますます人の生活
圏に現れるようになってくると思います。人と動物
たちがどう共存できるか真剣に考えなければならな
い時代になってきたと思います。

　最後に我が家での出来事をお話いたします。
　今年１月に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事
故、記憶に新しい事故だと思います。
　あれが我が家でも起きました。少し前からドブが
我が家の一部境に茶色に濁りはじめ、何だろうなと
不思議に思っていました。
　段々ひどくなり町に相談したところ、我が家にひ
かれている水道管にヒビが入り、水が漏れていると
のことでした。
　早速、業者が来てくれて掘り起こしたところ、子供
が座って入れるくらいの穴が空いていたそうです。
すぐに水道管の修理と穴は埋めて頂いたのですが、
ドブには５センチほどの土が積り、それを取り除く
のに朝からカミさんと二人、苦労をいたしました。
　土砂崩れではありませんが、皆様もドブの色が茶
色に濁ったらご注意下さい。陥没して家が傾いてし
まうかもしれません。
　挨拶を終わります。

　ただ、この言葉、もともとはキリスト教の礼拝、つ
まり「礼拝の奉仕」から来ているそうです。でも、教
会の “service” だって完全に無料ではありません。運
営のためには寄付や支えが必要ですよね。
　だから私は、「奉仕＝タダでやること」ではなく、
「お互いに支え合う」こそが本来の意味だと思って
います。
　実はこれ、私がこの国際交流員の面接のときにも
話した内容なんです。
　そして私は、それを国際交流にも重ねて考えてい
ます。
　つまり、「奉仕」とは ギブ・アンド・テイク、お互い
に学び合う関係のことだと思います。
　では、三条にその「土台」はあるのか？
　私は「あります」と答えたいです。
　少し歴史の話をさせてください。私は歴史が大好
きで、今日は武田信玄の言葉を使いたいと思いま
す。
「人は石垣、人は城、人は堀。情けは味方、仇は敵な
り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を

訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。
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燕RC　本間尚貴 様
IMありがとうございました。
　本日はよろしくお願いいたします。
燕RC　阿部貴之 様
　先日のIMでは多くの皆様からご参加を頂き、大変
ありがとうございました。
渡辺良一 直前会長
　今日は会長代理をさせていただきます。
　三条市国際交流員ライアン・サムさん卓話よろし
くお願いいたします。
小林吾郎さん
10月12日フルマラソンなんとか完走しました。
やった！
成田秀雄さん
10/19のコンサートにたくさんのご来場ありがとう
ございました。おかげさまで楽しく演奏できました。
　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
近藤雄介さん
　成田さんの歌声に感動して。
関川　博さん
新潟プロレス三条大会３年目となり、皆さんのおか
げで盛り上がりました。ありがとうございます。

　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
吉井直樹さん
　福島第一原発へ視察に行って来ました。廃炉へ向
けた取り組みや対策を学びました。線量計を付け
るなど、貴重な経験ができました。
　本日ライアン・サム様よろしくお願いします。
嘉瀬一洋さん
　旅行先で緊急入院した母を迎えに熊本まで日帰り
で行って来ました。お陰様で大事には至らず、病
院近くにあった青井阿蘇神社に一緒に参拝してき
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松永一義さん、 船越良則さん

　ライアン・サム様を心より歓迎いたします。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみに
しております。

　　　　　　　   　 10月22日分　　￥  28,000
　　　　　　　  　　  今年度累計　　￥554,000

卓話
「国際交流員として考える

三条市国際交流員
ライアン・サム 様

　皆さん、こんにちは。
　今日はこのような機会をいただき、本当にありが
とうございます。
　私は現在、三条市で国際交流員として勤務してい
ます。着任してから約二か月半が経ちましたが、地
域の皆さんのおかげで毎日とても充実しています。
　今日のお話は、２つのパートに分けたいと思いま
す。
　最初の15分くらいは僕から話をして、そのあと15
分くらいはディスカッション形式で、皆さんからの
ご意見やコメントをいただく時間にしたいと思いま
す。

　さて、今日のテーマは「奉仕の意味？」です。
　ロータリークラブといえば「奉仕の精神」を大切に
しておられる皆さんですので、あえてこの問いを
テーマにしました。
「奉仕」という言葉を英語に訳すと “service” になり
ます。

直前会長挨拶
　　　　　　　渡辺良一 直前会長
　皆さんこんにちは。今日は柳取会長が用
事でお休みの為、代わりにご挨拶いたしま
す。
　ピンチヒッターですので、先週に引き継
ぐ話題にいたします。
　まず親睦旅行について、嘉瀬親睦委員

長、委員の皆さん、日本旅行の小林さん本当にお世話になりし
た。特に嘉瀬委員長は片時も気を抜かず気配りをして頂きま
した。本当にありがとうございました。毎年、親睦委員長は
親睦旅行が大きなイベントの1つになっており、大変なご苦労
をお掛けしています。今後も気合いの入るイベントになると
は思うのですが、どうか余りご負担になるようなことはしな
くて結構ですので、親睦委員の皆様が一番楽しめる、そんな旅
行にして頂きたいと思います。

　次に熊の話題をしたいと思います。
　熊の話題は沢山あるので一つだけお話しいたしま
す。
かなり前に読んだ雑誌に熊の生態を研究している

学者の論文が掲載されていました。「何故、熊が人里
に現れるようになったか」と言うテーマだったと記憶
しています。幾つかの理由があったのですが、その中
の一つに熊の天敵は熊である。
　子育て中のメス熊はオス熊を受け付けないそう
で、そこでオス熊は子熊を殺してメス熊に近づこう
とする。それを避けるためにメス熊は子熊を連れオ
ス熊が近づかない人里近くで子育てをする。そこで
育った子熊はやがて人を恐れなくなり街中にも現れ
るようになった。そんな内容の論文でした。
　人口減少に伴い山の動物たちがますます人の生活
圏に現れるようになってくると思います。人と動物
たちがどう共存できるか真剣に考えなければならな
い時代になってきたと思います。

　最後に我が家での出来事をお話いたします。
　今年１月に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事
故、記憶に新しい事故だと思います。
　あれが我が家でも起きました。少し前からドブが
我が家の一部境に茶色に濁りはじめ、何だろうなと
不思議に思っていました。
　段々ひどくなり町に相談したところ、我が家にひ
かれている水道管にヒビが入り、水が漏れていると
のことでした。
　早速、業者が来てくれて掘り起こしたところ、子供
が座って入れるくらいの穴が空いていたそうです。
すぐに水道管の修理と穴は埋めて頂いたのですが、
ドブには５センチほどの土が積り、それを取り除く
のに朝からカミさんと二人、苦労をいたしました。
　土砂崩れではありませんが、皆様もドブの色が茶
色に濁ったらご注意下さい。陥没して家が傾いてし
まうかもしれません。
　挨拶を終わります。

　ただ、この言葉、もともとはキリスト教の礼拝、つ
まり「礼拝の奉仕」から来ているそうです。でも、教
会の “service” だって完全に無料ではありません。運
営のためには寄付や支えが必要ですよね。
　だから私は、「奉仕＝タダでやること」ではなく、
「お互いに支え合う」こそが本来の意味だと思って
います。
　実はこれ、私がこの国際交流員の面接のときにも
話した内容なんです。
　そして私は、それを国際交流にも重ねて考えてい
ます。
　つまり、「奉仕」とは ギブ・アンド・テイク、お互い
に学び合う関係のことだと思います。
　では、三条にその「土台」はあるのか？
　私は「あります」と答えたいです。
　少し歴史の話をさせてください。私は歴史が大好
きで、今日は武田信玄の言葉を使いたいと思いま
す。
「人は石垣、人は城、人は堀。情けは味方、仇は敵な
り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を

訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。

5



ニコニコBOX
燕RC　本間尚貴 様
IMありがとうございました。
　本日はよろしくお願いいたします。
燕RC　阿部貴之 様
　先日のIMでは多くの皆様からご参加を頂き、大変
ありがとうございました。
渡辺良一 直前会長
　今日は会長代理をさせていただきます。
　三条市国際交流員ライアン・サムさん卓話よろし
くお願いいたします。
小林吾郎さん
10月12日フルマラソンなんとか完走しました。
やった！
成田秀雄さん
10/19のコンサートにたくさんのご来場ありがとう
ございました。おかげさまで楽しく演奏できました。
　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
近藤雄介さん
　成田さんの歌声に感動して。
関川　博さん
新潟プロレス三条大会３年目となり、皆さんのおか
げで盛り上がりました。ありがとうございます。

　ライアン・サム様、卓話ありがとうございます。
吉井直樹さん
　福島第一原発へ視察に行って来ました。廃炉へ向
けた取り組みや対策を学びました。線量計を付け
るなど、貴重な経験ができました。
　本日ライアン・サム様よろしくお願いします。
嘉瀬一洋さん
　旅行先で緊急入院した母を迎えに熊本まで日帰り
で行って来ました。お陰様で大事には至らず、病
院近くにあった青井阿蘇神社に一緒に参拝してき
ました。

野水靖之さん、 杉山幸英さん、 高橋俊樹さん、
齊藤真澄さん、 歸山　肇さん、 渡部　宏さん、
山田富義さん、 外山浩玲さん、 安達俊明さん、
落合孝夫さん、 石橋育於さん、 早川滝徳さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 丸山行彦さん、
松永一義さん、 船越良則さん

　ライアン・サム様を心より歓迎いたします。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみに
しております。

　　　　　　　   　 10月22日分　　￥  28,000
　　　　　　　  　　  今年度累計　　￥554,000

卓話
「国際交流員として考える

三条市国際交流員
ライアン・サム 様

　皆さん、こんにちは。
　今日はこのような機会をいただき、本当にありが
とうございます。
　私は現在、三条市で国際交流員として勤務してい
ます。着任してから約二か月半が経ちましたが、地
域の皆さんのおかげで毎日とても充実しています。
　今日のお話は、２つのパートに分けたいと思いま
す。
　最初の15分くらいは僕から話をして、そのあと15
分くらいはディスカッション形式で、皆さんからの
ご意見やコメントをいただく時間にしたいと思いま
す。

　さて、今日のテーマは「奉仕の意味？」です。
　ロータリークラブといえば「奉仕の精神」を大切に
しておられる皆さんですので、あえてこの問いを
テーマにしました。
「奉仕」という言葉を英語に訳すと “service” になり
ます。

直前会長挨拶
　　　　　　　渡辺良一 直前会長
　皆さんこんにちは。今日は柳取会長が用
事でお休みの為、代わりにご挨拶いたしま
す。
　ピンチヒッターですので、先週に引き継
ぐ話題にいたします。
　まず親睦旅行について、嘉瀬親睦委員

長、委員の皆さん、日本旅行の小林さん本当にお世話になりし
た。特に嘉瀬委員長は片時も気を抜かず気配りをして頂きま
した。本当にありがとうございました。毎年、親睦委員長は
親睦旅行が大きなイベントの1つになっており、大変なご苦労
をお掛けしています。今後も気合いの入るイベントになると
は思うのですが、どうか余りご負担になるようなことはしな
くて結構ですので、親睦委員の皆様が一番楽しめる、そんな旅
行にして頂きたいと思います。

　次に熊の話題をしたいと思います。
　熊の話題は沢山あるので一つだけお話しいたしま
す。
かなり前に読んだ雑誌に熊の生態を研究している

学者の論文が掲載されていました。「何故、熊が人里
に現れるようになったか」と言うテーマだったと記憶
しています。幾つかの理由があったのですが、その中
の一つに熊の天敵は熊である。
　子育て中のメス熊はオス熊を受け付けないそう
で、そこでオス熊は子熊を殺してメス熊に近づこう
とする。それを避けるためにメス熊は子熊を連れオ
ス熊が近づかない人里近くで子育てをする。そこで
育った子熊はやがて人を恐れなくなり街中にも現れ
るようになった。そんな内容の論文でした。
　人口減少に伴い山の動物たちがますます人の生活
圏に現れるようになってくると思います。人と動物
たちがどう共存できるか真剣に考えなければならな
い時代になってきたと思います。

　最後に我が家での出来事をお話いたします。
　今年１月に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事
故、記憶に新しい事故だと思います。
　あれが我が家でも起きました。少し前からドブが
我が家の一部境に茶色に濁りはじめ、何だろうなと
不思議に思っていました。
　段々ひどくなり町に相談したところ、我が家にひ
かれている水道管にヒビが入り、水が漏れていると
のことでした。
　早速、業者が来てくれて掘り起こしたところ、子供
が座って入れるくらいの穴が空いていたそうです。
すぐに水道管の修理と穴は埋めて頂いたのですが、
ドブには５センチほどの土が積り、それを取り除く
のに朝からカミさんと二人、苦労をいたしました。
　土砂崩れではありませんが、皆様もドブの色が茶
色に濁ったらご注意下さい。陥没して家が傾いてし
まうかもしれません。
　挨拶を終わります。

　ただ、この言葉、もともとはキリスト教の礼拝、つ
まり「礼拝の奉仕」から来ているそうです。でも、教
会の “service” だって完全に無料ではありません。運
営のためには寄付や支えが必要ですよね。
　だから私は、「奉仕＝タダでやること」ではなく、
「お互いに支え合う」こそが本来の意味だと思って
います。
　実はこれ、私がこの国際交流員の面接のときにも
話した内容なんです。
　そして私は、それを国際交流にも重ねて考えてい
ます。
　つまり、「奉仕」とは ギブ・アンド・テイク、お互い
に学び合う関係のことだと思います。
　では、三条にその「土台」はあるのか？
　私は「あります」と答えたいです。
　少し歴史の話をさせてください。私は歴史が大好
きで、今日は武田信玄の言葉を使いたいと思いま
す。
「人は石垣、人は城、人は堀。情けは味方、仇は敵な
り。」
　この言葉は、戦の強さは結局“人の力”にある、とい
う意味です。
　そして私は、三条という街にもまさにこの精神が
生きていると感じています。
　まあ、ここは上杉謙信の話をすべきだったか。
　着任して以来、私は二十軒以上の三条の飲食店を

訪れました。
　どこに行っても、皆さんが笑顔で迎えてくださり、
方言など含めていろんな話をしてくれました。
　先日、市のデータを見ました。三条市に住む外国籍
の方の人数です。
　現在、約900人近くの外国人がこの街で暮らしてい
ます。
　その多くがアジア出身で、ベトナム、フィリピン、
中国、インドネシア、ミャンマーなど、すでに多様な
文化がこの地域に根づいています。
　結論から言えば、私から見れば三条市はその土台が
あると思います。
　私の先輩JETの方も、「国際理解は現場から始ま
る」とよく言っていました。
　そして、皆さんに一つお願いがあります。
　外国の方と関わるとき、「英語が話せるかどうか」
はあまり気にし過ぎないでください。
　私を含めて多くの外国人が求めているのは、「言
葉」よりも「文化への興味」や「受け入れる気持ち」だ
と思います。
　ですから、私の活動の最初の一歩は「文化の共有」
です。
「食は人の天なり」―中国のことわざで「民以食為
天（民は食を以て天となす）」と言います。
　食を通じて人がつながる。国籍を越えて一緒にご
飯を食べる、それも立派な国際交流だと思います。

　そして、皆さんは今日、わざわざこの話を聞きに来
てくださっています。
　大学を卒業してまだ1年ちょっとの若造の話を、こ
うして聞いてくださるだけでも、「奉仕」の形の一つ
だと思っています。
　将来的には、年齢を問わず、もっと多くの市民の方
が国際交流に関われるような活動を広げていきたい
と思っています。
　今日は、これから私が取り組みたい3つのアイデア
についてお話しします。
　まず一つ目は、英語で俳句作りのイベント
　先日、とあるカフェのオーナーさんと話していたと
きに、「英語圏の人って、詩で気持ちを表現するのが
すごいですね」という発言がありました。確かに英語
のSNS、たとえばXとかインスタグラムとか見たら、
特別な出来事があった時に詩を書いて投稿する人が
多いですよね。
　もちろん、詩かPoemで感情を表すことは英語圏独
自のものではないですね。
　歴史で、ヨーロッパで吟遊詩人がいたとき、日本こ
そ芭蕉みたいなあっちこっちに回っている詩人もい
ましたから。
　部屋の中で詩を書くよりも、外で風や光を感じなが
ら言葉を考えたほうが、ずっと良いアイデアが浮かぶ
と思います。
　二つ目は、AI活用のワークショップ。先日、「工場

の祭典」で大学生のボランティアたちと話す機会が
あったのですが、ほとんどの人がAIをまったく使っ
ていないと聞いて、とても驚きました。
　これからの時代、AIの活用は避けられない流れだ
と思います。大事なのは「使うかどうか」ではなく、
「どううまく使うか」だと思います。
　私自身の仕事でも、翻訳の調整や日常的なメール
のやり取りなどでAIに助けられることが多くありま
す。だからこそ、多くの人にAIをうまく活用する方
法を知ってもらい、異文化コミュニケーションをよ
りスムーズにしたりしてほしいと思います。
　そこで、実際にAIを触りながらプロンプトの工夫
などを体験できるハンズオン形式のセミナーを開き
たいと考えています。
　そして三つ目は、外国に行くチャンスを話したい
です
　私は自分自身が留学などの国際交流プログラムに
参加して素晴らしい経験があります。だからこそ、
今度はその機会を学生たちに届けたいと思っていま
す。
　留学やワーキングホリデーなど、海外でのチャン
スを紹介したり、実際に行った人の話を共有したり
する場を作りたいです。
　最後に、カフェや居酒屋で外国の方を見かけた
ら、少し声をかけてみるとか、それだけでも、私はと
ても嬉しいことです。

　聞いてくださってありがどうございます。次は皆
さんの番です。「こういう取り組みができそうだな」
とか、「こんな視点を入れてみたい」などのアイデア
がありましたら、ぜひ教えてください。
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　　次々週例会 11月12日 「会員卓話」　　　　  岩橋美穂 会員

　　次 週 例 会 11月5日 「国際大会について」小越憲泰 会員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 関川　博 会員

皆様の写真で
本週報の表紙を
飾って
みませんか？

今期の三条ロータリークラブ週報では、皆様より表紙の写真を募集いたします。
日常の風景から旅先のスナップ・渾身のワンカットなど、会員様の素敵な写真をご提供ください。
画像タイトル（キャプション）を入れてメールでお送りください。
宛先は渋谷会員宛「m-shibuya@san-in.biz」までお願いいたします。
※投稿者名を非掲載希望の方は、メール送信時にその旨ご記載ください。
※応募者多数の場合は掲載されない場合もございます。ご容赦願います。

新潟大栄信用組合本店1F（11～14時）
加茂市産業センター
燕市吉田産業会館窓口（10～15時）
加茂市産業センター

　● 分水RC 11月  4日（火）　例会日変更
　● 加茂RC     6日（木）　休会
　● 吉田RC    14日（金）　公式訪問
　● 加茂RC    20日（木）　夜例会

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　記帳場所

23
日 月 火 水 木 金 土

三条ロータリークラブ例会日

◆三条東RC
「地区大会報告」

◆三条北RC
「公式訪問事前訪問」
　第４分区
　ガバナー補佐
　　　 青柳修次 様

◆三条RC
「国際大会に
　　　　　 ついて」
　　 小越憲泰 会員
　　 関川　博 会員

◆三条南RC
休会

◆三条東RC
休会
（記帳できます）

◆三条北RC
「室賀信宏ガバナー
　　　　公式訪問」
（記帳できます）

◆三条南RC
「第一例会」

◆三条RC
「会員卓話」
　　 岩橋美穂 会員

◆三条北RC
「財団月間」
地区ロータリー財団委員会
奨学金・学友会・VTT委員

　　 石黒隆夫 会員

◆三条南RC
「財団月間」
地区ロータリー財団委員会
ポリオプラス委員会
　　　 髙坂光一 様

◆三条RC
「外部卓話」
AMAZING COMPANY㈱
　代表取締役
アルコビ リチャード ロテム様

◆三条東RC
「財団月間」
地区ロータリー財団委員会
ポリオプラス委員会
　　　 髙坂光一 様

◆三条東RC
「公式訪問事前訪問」
　第４分区
　ガバナー補佐
　　　 青柳修次 様

富山年度
会長幹事
ラーニング
（十日町）

補助金
管理
セミナー
（新潟）

高田RC
70周年

◆三条北RC
クラブ休会
（記帳できます）

◆三条南RC
休会

◆三条RC
休会（祝日の週）
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文化の日

振替休日

勤労感謝
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